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剰余金の配当（中間配当）の見送り及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり平成 26 年２月 28 日を基準日とす

る剰余金の配当（中間配当）の見送り及び期末配当予想の修正を行うことを決議いたしま

したので、お知らせいたします。 

記 

１．平成 26 年８月期の第２四半期配当の内容 

 
決 定 額 

直近の配当予想 

（平成 25 年 10 月 15 日公表） 

前期実績 

（平成 25 年８月期 中間配当）

基 準 日 平成 26 年２月 28 日 同左 平成 25 年２月 28 日

１株当たり配当金 ０円 00 銭 ７円 50 銭 （注）1,500 円 00 銭

配当の総額 ― ― 46,579,500 円 

効力発生日 ― ― 平成 25 年５月 13 日

配 当 原 資 ― ― 利益剰余金 

（注） 当社は、平成 25 年６月 18 日付で普通株式１株につき 200 株の割合をもって株式分割を実施いた

しました。前期実績（平成 25 年８月期中間期）の１株当たり配当金につきましては、当該株式分割

前の実績値を記載しております。 

 

２．理由 

 当社は、業績の成果に応じた成果配分、株主の皆様への継続的な利益還元と当社の事業

に係わるオリジナルサービスの開発や新規事業への取組みのための内部留保を勘案した配

当政策を実施しております。しかしながら、本日開示いたしました「平成 26 年８月期 第

２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」でご説明いたしましたとおり、カラオケ事業にお

ける競合環境が引続き厳しさを増している中、当事業のオリジナル楽曲の提供を拡充させ

るとともに新規出店と接遇等のサービス向上に取組みましたが、先行投資コストの増加や

海外店舗事業の不振が業績に大きく影響し、個別決算では当四半期純利益を計上したもの

の、連結決算では当四半期純損失の計上となりました。 

これらの事情と今後の事業計画等を総合的に勘案いたしました結果、今後の事業展開と

成長を支えるべく内部留保を優先させていただき、誠に遺憾ながら中間配当の見送りを決

定させていただきます。 

 ご期待いただいている株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、早期の業績回

復に努めてまいりますので、引続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

1 



３．期末配当予想の修正の内容 

１株当たり配当金  

中間 期末 年間 

前回予想 ７円 50 銭 ７円 50 銭 15 円 00 銭 

今回修正予想  未定 未定 

当期実績 ０円 00 銭   

前期実績 

（平成 25 年８月期）
（注）1,500 円 00 銭 ７円 50 銭 15 円 00 銭 

（注） 当社は、平成 25 年６月 18 日付で普通株式１株につき 200 株の割合をもって株式分割を実施いた

しました。前期実績（平成 25 年８月期中間期）の１株当たり配当金につきましては、当該株式分割

前の実績値を記載しております。 

 

４．期末配当予想修正の理由 

 期末配当につきましては、本日開示いたしました「平成 26 年８月期第２四半期累計期間

の業績予想と実績との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」でご説明いたしま

したとおり、通期の業績予想を下方修正することにともない、現時点では未定とさせてい

ただきます。 

 「年１回の配当（期末配当）の実施を行う」という基本方針のもと、今後の業績動向を

見極めつつ慎重に検討してまいりますので、平成 25 年 10 月 15 日に公表いたしました平成

26年８月期末の１株当たり7円50銭の期末配当予想を現時点では未定として修正させてい

ただきます。 

以 上 
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